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● 本日のセミナーの内容

1. 学修成果の可視化について
 学生の学修成果を正しく現わすことについての基本的考え

2. 第三者評価での振り返り
 第三者評価を起点とした、本学の問題点の発見

3. 授業評価アンケートの実際と今後に向けて
 授業評価アンケートの回収率の変化と対応、そして今後に向けて



1.学修成果の可視化について



何が出来ると思っているのか？

何が出来るのか？

量的 質的

学修評価には
多くの方法がある

松下佳代:
パフォーマンス評価による学習の質の評価

京都大学高等教育研究, 18, 75-114, 2012



学修評価：2つのパラダイム

（松下, 2012）



パフォーマンス評価

（松下, 2012）



何が出来ると思っているのか？

何が出来るのか？

量的 質的

ルーブリック

学習評価には
多くの方法がある

GPA評価

（松下, 2012）
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● 1. 教育の質の向上とアンケート

人間総合科学大学
教学マネジメントハンドブック



2.第三者評価とその振り返り



● 第三者評価の受審

『公益財団法人日本高等教育評価機構』
2022年度大学機関別認証評価を受審

2023年3月14日、日本高等教育評価機構が定める大学評
価基準を満たしていることを「認定」されました。



● 第三者評価での本学の問題点

〈優れた点〉○心身健康科学という新たな学問領域を構築し、それを基盤にした教養教育を導入
し、総合的・学際的な人間理解を深めるとともに保健・医療・食・健康分野の専門職を養成して
いることは、高く評価できる。

〈優れた点〉○通信制大学として開学した背景から ICT（情報通信技術）環境整備にいち早く取
組み、1 人間総合科学大学全学的に学修プラットフォーム「UHAS@Myキャンパス」を導入して
オンラインによる学修支援の充実を図っていることは評価できる。

〈優れた点〉○「FD・SD推進委員会」が研修会参加報告や授業参観報告等を学内に向けて
ニューズレターとして発行し、FD及びSDの活性化を推進していることは評価できる。

〈参考意見〉○授業改善のための学生による「授業評価アンケート」は、回収率が低く、実施効果
が小さいため、回収率を高めるよう検討が望まれる。



● なぜ授業評価アンケートの回収率は低いのか？

授業評価アンケートの価値の共通の認識不足

教員レベル
職員レベル
学生レベル

アンケートは何にために実施しているのか？
実施して何がよくなっていくのか？



● 教育改善サイクルと授業評価アンケート
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● なぜ授業評価アンケートの回収率は低いのか？
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● なぜ授業評価アンケートの回収率は低いのか？

最終コマまたは試験中に、
教職員が学生にアンケートに答え
てもらう活動の徹底化



3.授業評価アンケートの実際
と今後に向けて



● 授業評価アンケートの改善

通学生 70%台→95%前後
通信制 10％付近→15％付近

授業評価アンケートの改善

通信制：システム的な改善が必要
今年度アンケート回収システムを改善



全学で共通化した
質問内容で実施

教員の授業改善だけでない、
大学全体の学修評価（学生の
状態の把握）の一環として情
報分析可能

● 授業評価アンケート質問内容の検討


